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C.資 料 提 供
資料 1:
ニホンザル放飼集団の争いにおける連合形成
待田呂二 (大阪大)
京都大学霊長類研究所のニホンザル放飼集団
(故山出目)において争いにおける連合形成の観
察を行ってきたが,ニホンザルが争いにおいてど
の様な個体と連合するかは,適合する個体,適合
される個体,敵対者の3個体間の血縁関係,順位,
性及び年齢といった個体属性,2個体問の争いの
winnerをsupportするか,loserをsupportする
かといった要因が形坪していた｡岨 特に成体雌
がsupportした個体の多くは母系的血縁個体であ
るが,winneトSuppOrtでは近縁 ･遠縁個体とも
期待値より有意に多かったのに対 し･los?r-
supportでは子へのsupportのみが有意に多かっ
た｡特に,高順位個休に対抗 してloser-support
する場合には,子へのsupportの割合が90%を超
えており,成体雌は争いにおけるriskに応 じて
supportする個体を変えていると思われる｡一方,
成体雄では母系的血縁個体をsupportする割合は
低く,また高順位個体に対抗してsupportするこ
ともほとんど無かった｡
成体雄のsupportにおいては母系的血縁は重要
な要因ではなかった｡それ放.父系的血縁関係を
考L息する必要がある｡そこで,争いにおける連合
形成の観察結果を,芸長輔研究所の井上美穂氏と
竹中修教授によるDNAFingerprinting法による
父子判定の結果と対応させた｡その結果,成体雄
が白身の子をsupportする頻度は期待値よりも高
くはなかった｡また,他の雄の子より自身の子を
より多くsupportすることも無かった｡さらに,
成体雄が雌をsupportする頻度とその雄が父親で
ある未成体の頭数の問には有意な相関は見られな
かった｡これらの結果は,成体雄は短期的な繁殖
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